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る 5斜面 で 行な っ た ．そ して ，1 週間 無降雨 時 の 圧 力水頭 と 実効雨 量 ・気温 と の 関係 を検討 し

た．そ の結果，降雨 か らある程度経過 した時点の 圧 力水頭 は，以 下 の 関数で 近 似 で きる こ とが

明 らか に な っ た．

私 耳 a＋bln （尺E ω ＋ 1）−
exp （阻 ω ＋の

こ こ で ，RE ω
： 半減期 n の 実効雨 量，　 m ω

：期問 iにお ける 平均 気温 ．　 a ，　 b，　 c ：係数で あ る，

今後は ，ピー
ク時 の 圧 力水頭 に つ い て も，うま く再現で きる 関数形 を検討 して い く予定で あ

る．

　　キ ーワ ー ド ： 斜面崩壊，雨量指数 ロ ッ ク コ ン トロ
ー

ル ，花 崗岩、泥 岩，礫岩

P7 ．カン ボジア中央部セ ン 川 下流低地 の 地 形発達

　　　　　　　　　　　　 南雲直子 （東京大）・須 貝俊彦 （東京大）・久保純子 （早稲 田大）

Naoko 　 NAGUMO ， 恥 shihiko 　SUGAI 　and 　Sumiko　mBO ： Fluvial　landform　development

of 　lower　Stung　 Sen　 River，　 centra 且Cambodia

　本研 究で は カ ン ボ ジ ア の ト ン レ サ ッ プ湖 に流 人す る 最大の 支川 セ ン 川 を対象 とし，地形観

察 ・堆積物試料 の 分析か ら，下流低 地 の 地 形発達 過程を明 らか にする こ とを 目的と した．セ ン

川 で は季節風の影響 を強 く受けて ，一年 の 間に水位や流量が劇的 に変化す る．また，上 流 ・中

流部 で は穿 入 蛇行する
一

方，下流 低地 で は セ ン 川 は幅約 7km の 氾濫原内 に箱型 の 蛇行チ ャ ネ

ル を形 成 しなが ら流下す る，河道沿 い に河 道位置 の 変化を示す メ ア ン ダ
ー

ス ク ロ ール と旧河道

か らな る メ ア ン ダ
ー

ベ ル トが連続的に 発達する．一方，自然堤 防は ほ とん ど認め られ な い ．後背

湿地 は高位 の もの か ら後背湿地 1 面，1 而，皿 面 に区分され，下流へ 向 うほ ど後背湿地 皿面が

広 く分布 し，雨期に 浸水 しやす くなる．氾濫原 を横 断するよ うに行 っ た 2地点 （KC 地点，　 KPT

地点）の ボ
ー

リ ン グ調査 と堆積物の 分析 お よ び
14C

年代測 定結 果か ら，メ ア ン ダーベ ル トで は

100年オ
ー

ダ
ー

で 堆積物が 変化する
一

方，そ の 外側 の 後背湿地 で は0．1〜0．6mmfyr で 少 な く

と も更 新世 末期か ら堆積が続 くこ とがわか っ た．また，下流 f則の KPT 地点で は地 形形成 パ タ ー

ン が分化する，す なわ ち，KPT 地点付近で は 完新世 中期以 降 に氾濫原 低地 が セ ン 川 に よ っ て掘

り下 げられ て 後背湿 地 ll面が形 成 さ れ ，こ の 後背湿 地 且 面 の 侵食 と堆積が繰 り返 され る こ とで

現 在の よ うな地形が形成 され た と考えら れ る ．こ うした地形形成プ ロ セ ス は， トン レ サ ッ ブ湖

の 湖水位変動 の 影響 を反映 して い る 可能性がある．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ： セ ン 川，ボ
ー

リ ン グ コ ア ，微地形 ，氾濫原，地形発達，カ ン ボジ ア

P8 ． 地土 Lidar測量に よる長野 県 ・新潟県県境付近 の地震に伴う新潟県十 日町市松代 の 泥火

　　 山の 隆起

　　　　　　　　　　　松多信尚 （名古屋 大）・早川裕弌 （東京大）・堀　和明 （名 占屋大）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kuo 　Yu・ting （台湾大 ・院）・杉戸信彦 （名古屋大）

Nobuhisa 　MATTA ，　Yuichi　S．　HAYAKAWA ，　Kazuaki　HORI ，　Yu・ting　KUO 　and 　Nobuhiko

SUGITO ； Uplift　 of 　the　 Matsudai 　 mud 　 volcano 　 associated 　 with 　 the　 earthquake 　 near

the　border　of　Nagano 　 and 　Niigata　Prefectures
，
　 measured 　by　3D 　laser　scanner

　2011年 3 月 11 日 M9 ．0の 東北地方太平洋沖地震 の 発生後，各地 で 地震 活動が活発 に な っ た ，

長 野県北 部で も半 日後の 12 口未明 M6 ．7の 地震が 発生 した，そ の 震 源域 で ある十 日町市松代室

野 地区 早大自動 車部の 敷地 に は泥火 山が ある こ とが 知られ て い た が ，こ こ で 地震が 原因と思わ

れ る ド
ー

ム 状の 隆起 に よ る 道路 の 損壊 を発見 し．測量 と発 生 の 検討 を行 っ た．我 々 は地 上
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